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はじめに 

ビジネスにおける IT組織の役割は一変しました。従来はコスト センターであると考えられてきたのが、収益を生み出す存在であるとの認識に

変わったのです。その結果、IT組織がインフラストラクチャの設計とアーキテクチャに関して何を優先するかについても、大きな変化が起こってい

ます。しかし、IT組織がその種の優先事項を調整しようとすると、自社環境がデータセンターやパブリック クラウド プロバイダーなどのさまざまなサ

イトに拡散していくスピードを甘く見積もってしまうことがあります。 

現在、パブリック クラウド サービスの導入が急速に進んでいます。しかし、単にパブリック クラウド サービスを使用しただけでは、企業が IT組織

に求める要素を残らず達成できる見込みはあまりありません。デジタルに対する需要の規模は、ビジネス関連のニーズの増大もあいまって、今

や IT組織が 1つの場所で達成できる水準ではなくなっているからです。そこで、今後も当面の間は、パブリック クラウド サービスとプライベート 

データセンターを「併用」した分散運用が不可欠であると思われます。たとえば、データ セキュリティとコーポレート ガバナンスの観点から、一部の

データやワークロードをなんとしてもオンプレミスに残しておく必要があるという判断が下される事態は十分考えられます。 

そのため、現在さまざまな企業が、データセンター内部も含めた IT インフラストラクチャ全体の敏捷性と運用効率を高める必要に迫られていま

す。具体的には、オートメーションをいっそう推し進めるとともに、オンプレミスのソフトウェア アーキテクチャの適応性を高め、クラウドともシームレス

に統合できるようにすることが求められています。従来のシステムだけで運用を迅速化させるには、人材、予算とも十分でないからです。 

さらに、従来型のリソース配分は、収益増や運用効率改善に向けたデジタル イニシアティブの推進に振り向ける人材と予算が奪われてしまう

ため、機会費用が大きいという難点も抱えています。 

そこで、データセンターと分散クラウド環境のどちらについても効率性を高めたいというニーズに対応できるよう、データストレージ インフラストラク

チャをモダナイズする必要があります。デル・テクノロジーズとその「継続的モダン ストレージ」のアプローチは、IT導入決定者が ITのアーキテク

チャと設計に関する戦略を見直すための理想的な出発点です。 

なぜ今、IT インフラストラクチャの再考が不可欠なのか 

ESGは自らの調査レポートの中で、モダンな IT環境の運用に付随する課題を明らかにしたうえで、継続的モダン ストレージの検討が必要で

あると指摘しています。現在、ESG調査の回答者の 59%がデータを「事業の要」としてとらえており、この割合は 2年後には回答者の 81%に

増加すると予想されています。1また、これらのデジタル ビジネスは ITに対する要求度が高いため、運用を迅速化することに対する圧力も高

まっています。ESGの調査では、次のことが判明しました。 

• 調査対象の IT組織の 3分の 2以上が、開発者/基幹業務チームをサポートするために IT インフラストラクチャの導入とプロビジョニング

を迅速化することを求められています。 

• 現在、IT組織の 90%は、3年前よりも迅速に対応することを求められています（ほぼ半数は 50%以上の迅速化を迫られている）。2 

需要の拡大に伴い、データと IT インフラストラクチャも増大し、ストレージの無秩序な増大につながります。データの増加は減速していません。

ESGの調査によると、組織は、今後 3年間でオンプレミス容量が平均 35%増加し、パブリック クラウド容量が平均 39%増加すると予想して

います。3複数のクラウド サービスを利用する組織が増えつつあり、86%の組織が 2社以上のパブリック クラウド プロバイダーを利用していると

回答し、65%の組織が 3社以上と回答しています。4 

オンプレミスに話を戻すと、データセンターへの投資も拡大の一途を辿っています。ESGが調査した IT組織のうち、47%が 2022年にデータセ

ンター インフラストラクチャ支出を増やすと予想し、さらに 48%が現在の支出水準を維持すると予想しています。5また、ESGの調査によると、

 
1 出典：ESG調査レポート、『Data Infrastructure Trends』（2021年 11月）。 

2同前。 

3同前。 

4 出典：ESG大規模調査結果レポート、『Distributed Cloud Series: Application Infrastructure Modernization Trends』（2022年 3月）。 

 5 出典：ESG調査レポート、『2022 Technology Spending Intentions Survey』（2021年 11月）。 

https://www.dell.com/en-us
https://research.esg-global.com/reportaction/DataInfrastructureTrends2021/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/ApplicationInfrastructureModernizationTrends/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/2022TechnologySpendingIntentionsSurveyRPT/Toc
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オンプレミスのデータセンターの場所も増えると予想されており、世界中の 6か所以上のデータセンターを利用している組織の割合は、現在の

40%から、5年後には 63%に増加する見込みであることが判明しています。6 

ただし、ITの規模の増大と分散化に伴い、複雑さも増大しています。調査回答者の 64%は、IT インフラストラクチャの複雑さが運用を遅ら

せ、デジタル イニシアティブの妨げになっていると答えました。特にデータストレージに関しては、インフラストラクチャの要件と支出額の予測が難し

いことに同意した組織が 64%にのぼっています。7 

IT部門全体で深刻なスキル不足が発生し、負担がさらに増大しています。調査対象となった組織の 39%が、特に ITのアーキテクチャと計画

の分野で深刻なスキル不足の問題を抱えていると答えています。8また、回答者の 76%が、組織のデジタル トランスフォーメーションの目標/イニ

シアティブをサポートするために追加の/新しい責任を担うことになった、または責任を担うことが求められていると答えています。9 

最後に、IT運用に対する開発者の役割/影響力の高まりも見受けられるようになっています。開発者は、これらの重要なデジタル戦略の設

計、構築、および実行を担当し、ビジネス部門のための新しいデジタル ソリューションの作成に至るすべてのプロセスを完全に可視化するチーム

です。IT運用担当者は、これらの DevOpsチームと協力し、可能な限りサポートする必要があります。 

モダナイズの動向 

IT組織は、オンプレミスのデータセンターのインフラストラクチャ環境をどのようにモダナイズしていく計画なのでしょうか。図 110を見ると、データセン

ターから完全に手を引こうと考えている組織は少なく(12%)、データセンターを既存の水準に維持する予定の組織となると、さらに少ない(9%)

ことがわかります。これに対して、今後 3年間でモダナイズを進めたいと考えている組織の割合は、（ワークロードの一部をクラウドに移行する

予定であると回答した組織、ハイブリッドやマルチクラウドの相互運用性改善を目指すと回答した組織、データセンターの運用をクラウドに近づ

けたいと考えている組織の合計で）79%にのぼりました。 

 
6 出典：ESG大規模調査結果レポート、『Distributed Cloud Series: Application Infrastructure Modernization Trends』（2022年 3月）。 

7 出典：ESG調査レポート、『Data Infrastructure Trends』（2021年 11月）。 

8 出典：ESG調査レポート、『2022 Technology Spending Intentions Survey』（2021年 11月）。 

9 出典：ESG調査レポート、『Data Infrastructure Trends』（2021年 11月）。 

10 出典：ESG大規模調査結果レポート、『Distributed Cloud Series: Application Infrastructure Modernization Trends』（2022年 3月）。 

図 1：データセンターに関する今後 3年間の戦略のトレンド 

 
出典：TechTarget, Inc.の一部門である ESG 

今後3年間のオンプレミスのデータセンター環境に関する戦略の一部として自社組織で採用している、または採用する可

能性が高いのは、次のうちどれですか。（回答者の割合、N=372、複数回答可）

パブリック クラウド インフラストラクチャとの間の接続性や相互運用性

を改善する 

オンプレミス インフラストラクチャを削減し、パブリック クラウドへの移行や

利用を進める（ただし、パブリック クラウドが適している場合に限る） 

オンプレミスでクラウドのようなエクスペリエンスを提供するテクノロジー

に投資する 
 

データセンター業務を完全にやめる 

 

当面の間、既存のデータセンター設置面積を維持する 

https://research.esg-global.com/reportaction/ApplicationInfrastructureModernizationTrends/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/DataInfrastructureTrends2021/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/2022TechnologySpendingIntentionsSurveyRPT/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/DataInfrastructureTrends2021/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/ApplicationInfrastructureModernizationTrends/Toc
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全体としては、IT導入決定者が以下の領域でデータセンター環境のモダナイズを予定していること

が明らかになりました。 

• ソフトウェアデファインド データセンター戦略を導入する(32%)。 

• コンテナなどのモダンなアプリケーション要素を活用し、クラウド間でのアプリケーションの移植性

を高める(27%)。 

• データセンター インフラストラクチャのサービス管理とオートメーションのツールの利用を増やす

(25%)。11 

私たちが継続的モダン ストレージの導入が望ましいと考える理由もここにあります。多くの IT リーダー

の間では、データセンターの設計が戦略的に重要な要素であり、競争優位につながる可能性がある

ことが共通認識となっています。そのデータセンターに欠かすことができないのがデータストレージです。

データストレージは、データセンターの可用性、耐久性、コストをいずれも適切な水準に保ちながら、

アプリケーションとユーザーが必要なデータを確実に取得できるようにする役割を担っています。 

データストレージ テクノロジーを見直す 

デジタル イニシアティブと日々の IT運用業務のどちらの成功にも大きな役割を果たすのが、ストレー

ジ インフラストラクチャです。しかし、インフラストラクチャのパフォーマンス階層、価格、可用性レベル、

耐久性レベルを正しく選択するのは容易なことではありません。意思決定を誤れば、アプリケーション

のパフォーマンス、ユーザー エクスペリエンス、コスト、リスクに大きな影響が及ぶ可能性があります。  

選択するストレージは、企業がアプリケーション環境に求めるエンタープライズ ストレージ要件のすべ

てを満たしている必要があります。具体的には、シンプルさ、セキュリティとコンプライアンスのために最

適化されたパフォーマンス、コスト、耐久性、可用性、インテリジェントなデータ管理機能などの要件

を充足する必要があります。以降のセクションでは、ESGが今日のストレージ環境について「最低限

考慮が必要」であると考えている要素について詳しく説明します。 

オートメーションの統合 

使いやすさは、業務スピードの向上とオートメーションを通じたステップ削減の両方に直結します。IT組織は、現在のスキル不足の問題を念頭

に、複雑なインフラストラクチャ管理がもたらす機会費用の影響を把握しておく必要があります。また、環境の適応性を確保するために、迅速

かつ無停止で拡張でき、ニーズに応じたさまざまなワークロード タイプと導入（ベアメタル、ファイル、ブロック、オブジェクト、HCI）に対応したス

トレージ プラットフォームを採用することも重要です。 

優先事項の 1つがオートメーションの強化であることは間違いありません。考慮が必要な点は以下のとおりです。 

• 調査対象となった組織の 37%が、ITオーケストレーションとオートメーションの分野でスキル不足の問題を抱えていると考えています。これ

は、従来のオートメーション テクノロジーが複雑すぎることを示唆しています。  

• 調査対象の組織の 46%が、2022年に管理、オーケストレーション、オートメーションのためのツールに対する投資を増やすことを予定し

ています。12 

 
11 出典：ESGブリーフィング、『2022 Data Center Infrastructure Spending Trends』2022年 3月。 

12 出典：ESG調査レポート、『2022 Technology Spending Intentions Survey』（2021年 11月）。 

生産性向上をサポート

は、複雑さを増すことなく、組

織のスピードとスケールを高められる製品で

す。 と機械学習が組み込まれた自己最

適化アーキテクチャにより、効率性、パ

フォーマンス、可用性を自動で調整できる

ので、手作業でインフラストラクチャの調整

をする必要がありません。

また、サーバー、ストレージ、ネットワーキン

グ、クラウドなど、インフラストラクチャのカテ

ゴリーの垣根を越えたインテリジェントな分

析結果と論理的なインサイトを確認できる

ので、ユーザーの意思決定もスピードアップ

します。

このほか、 、コンテナ化、オープン管

理分野の主なフレームワーク（ 、

、 、 など）

を統合できるプログラム可能なアーキテク

チャを採用しており、ワークロード環境全体

を自動化できるので、数日かかっていた新

サービスの導入が数秒で完了します。

https://research.esg-global.com/reportaction/2022DataCenterInfrastructureSpendingTrendsBrief/Toc
https://research.esg-global.com/reportaction/2022TechnologySpendingIntentionsSurveyRPT/Toc
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統合型セキュリティ 

モダナイズの重要な柱の 1つに、セキュリティがあります。アプリケーションによっては、セキュリティ保護の観点からクラウドに置かない判断もありえ

ます。これに対して、オンプレミスに置かれているものを保護する必要があるのは間違いありません。つまるところ、データと運用するシステムの可

用性と整合性を保護することが必要なのであって、データやシステムがどこにあるかは重要ではないのです。サイバーセキュリティは、ストレージに

まで及ぶ ITの課題のなかでも優先的に解決しなければならないものの 1つであると言えます。 

最近では、特にランサムウェア攻撃からのリカバリー機能がなくてはならない要素となっています。ランサムウェアはあらゆる場所に存在します。

ESGの調査では、次のことが判明しました。 

• 調査対象の組織の 63%が、過去 12か月間にランサムウェアの標的となった経験があります。 

• 調査対象の組織の 48%が、実際にランサムウェア攻撃の被害を受けたことがあります。 

• ランサムウェアの被害者の 64%が、身代金を支払っています。13 

クラウド/拠点が多数の場合のコントロールとモビリティー 

データの移動はどこでも発生するものであり、これも課題となっています。考慮が必要な点は以下のとおりです。  

• IT組織の 57%が、ワークロードをパブリック クラウド サービスからオンプレミスに戻しました。 

• 65%の組織が、アプリケーションとデータの拠点間移植性の問題に直面していることに同意しています。 

• 58%の組織が、データセンターとパブリック クラウドの間で「常に」または「定期的に」データを移動しています。14 

• さらに、IT組織は、開発スピードを上げるために DevOpsをハイパースケーラーのエコシステムに接続する必要もあります。 

開発者がオンプレミスとクラウド サービスのなかから自分たちのニーズに最適なものを選んでいくためには、アプリケーションとコンテナのモビリティー

がきわめて重要です。また、データのコピーをオンプレミス インフラストラクチャからパブリック クラウドにシームレスに移動して長期保存とアーカイブ

を行ったり、そのデータを今後追加するクラウド サービスで使用したりするニーズも存在します。 

継続的モダン ストレージに対する Dellのアプローチ 

デル・テクノロジーズは、IT業界の草分け的存在であり、先進的なストレージ ソリューションを幅広く提供しています。その広範なポートフォリオ

は、ストレージ、サーバー、ソフトウェア、ネットワーキングなどの ITスタック全体を網羅しており、組織が大局的な視点で ITエコシステムをシンプ

ルにしていくのに役立ちます。継続的モダン ストレージに対する Dellの具体的なアプローチは、ソフトウェアによるイノベーショ

ンが鍵となっており、オートメーション、セキュリティ、分散マルチクラウド環境をサポートする機能の 3点が主な特徴です。ソフ

トウェアでこれらすべての主要機能が提供されていますが、さらにインテル社の最新テクノロジーにより高度に専門化された

ハードウェアを採用し、モダン ストレージ環境で必要とされるパフォーマンス、効率性、ハードウェア側対応のセキュリティをも実

現しています。 

AIOps、DevOps、セキュリティ、マルチクラウドに対する注目度が高まっている昨今では、ストレージ容量とパフォーマンスだけを考えれば良いと

いうわけではありません。Dellは、PowerStore、PowerMax、PowerFlex、PowerScale、PowerProtect、Unity XT、CloudIQなど、自

社のストレージ ポートフォリオ全体でソフトウェアによるイノベーションを推進しています。 

 
13 出典：ESG調査レポート、『2022 Technology Spending Intentions Survey』（2021年 11月）。 

14 出典：ESG調査結果、『2021 Data Infrastructure Trends』（2021年 9月）。 

 

https://research.esg-global.com/reportaction/2022TechnologySpendingIntentionsSurveyRPT/Toc
https://www.esg-global.com/research/esg-master-survey-results-2021-data-infrastructure-trends


 ホワイト ペーパー：デル・テクノロジーズの継続的モダン ストレージ 7       

© 2022 TechTarget, Inc. All Rights Reserved. 

オートメーション 

「アダプティブ ソフトウェア アーキテクチャ」の特徴は、統合されたインテリジェンス、組み込み型の AI、オートメーションです。このアーキテクチャ

は、ユーザーの状況に応じてインフラストラクチャ全体にわたりインテリジェントなインサイトを提供します。この機能は、IT運用のオートメーション

の鍵であると同時に、IT組織が生産性を高め、将来に備えるうえでも役立ちます。  

VxRailハイパーコンバージド アプライアンスを含む Dellのストレージでは、組み込み型の AIによるインテリジェンスと、オートメーション機能を利

用できます。また、Dellのストレージはいずれも、正常性、サイバー レジリエンス、パフォーマンス、容量をプロアクティブに監視できます。例を挙

げると、Dell CloudIQはテレメトリー、機械学習、分析アルゴリズムを使用しており、Dellによれば、これを使うと従来の IT運用担当者と

DevOpsスペシャリストのどちらも、インフラストラクチャの問題を 10分の 1の時間で解決できるといいます。 

インテリジェントなインサイトは、インフラストラクチャ全体にわたりエンドツーエンドで利用できます。Dellは、このインサイトを使えば 1週あたり 1

日分の管理時間を節約でき、価値の大きなタスクに割り当てられる時間が増えるとしています。具体的にご説明しましょう。 

• PowerStoreは、適応性の高いアーキテクチャを採用し、あらゆるワークロード（ファイルや vVolのワークロードを含む）のネイティブ レプ

リケーションと、新しいネイティブ MetroSync レプリケーションに対応しています。このため、追加の機器を使用しなくても、複数のサイトに

わたりシンプルで可用性が高く、簡単に使える共有ストレージを実現できます。 

• PowerMaxOS 10.0では、マルチアレイのスマート プロビジョニングとワークロードの最適化、正常性とコンプライアンスのモニタリング/修

復、セットアップ時間を最大 44%短縮できる NVMe/TCPネットワーキング設定が追加されており、複雑なストレージ運用業務を自動

化できます。 

• さらに、IT組織がパフォーマンスと容量を個別に高めることも可能です。データ パスを最適化すれば、PowerFlexでリニアなスケールが実

現します。 

セキュリティ 

「包括的なサイバー レジリエンス」は、データのライフ サイクルを通して、サイバー攻撃に対するデータのレジリエンスを高めながら、攻撃者が環境

に侵入することを防ぎます。ゼロ トラストはもちろん、データの分離と不変化までもが含まれるため、組織が安全にイノベーションを追求したり、

安心して投資をしたりしていくことが可能になります。 

Dellは、堅牢なゼロトラスト セキュリティ アーキテクチャに対応した PowerMaxにより、世界で最も安全なミッションクリティカル ストレージを実

現していると考えています。PowerMaxは、データの分離と不変化により運用にエア ギャップを確保するなど、先進的な機能を各種取り揃え

ており、ランサムウェア攻撃を含めたサイバー攻撃から組織を守ります。セキュリティ保護を実現するソリューションとしては、ほかにも Dell 

PowerProtect Cyber Recoveryがあります。Dellによると、Dell PowerProtect Cyber Recoveryは最大 99.5%の信頼性でデータの破

損を検出できるといいます。 

Dellが重点的に取り組んでいるとしている領域は以下のとおりです。 

• PowerMaxのランサムウェア異常検出は、疑わしいアクティビティの有無を 24時間 365日監視し、具体的な攻撃の発生を防ぐ機能で

す。PowerMaxは、サイバー レジリエンスの実現に向けた包括的なアプローチを採用しており、その設計もゼロトラストのセキュリティ アー

キテクチャに対応しています。機能としては、多要素認証、ランサムウェア起因の異常の継続的検出、オープン システム サーバーとメイン

フレーム用のネイティブ エアギャップ サイバー ヴォールトがあります。また、拡張性にも優れ、1 アレイあたり 6,500万件の不変スナップ

ショットに対応可能です。 

• オンプレミス インフラストラクチャについては、Dell CloudIQのインテリジェント インサイトが拡張され、ランサムウェア関連の機能が追加さ

れました。これにより、サイバー攻撃の初期の挙動を検出し、その影響を最小限に抑えつつ、迅速にリカバリーできるようになっています。 
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• PowerProtect Cyber Recoveryは、重要なデータを保護およびリカバリーするための安全なヴォールト（オンプレミスとパブリック クラウ

ドのどちらでも利用可能）により、ランサムウェア攻撃などのサイバー攻撃に対応した最新鋭の保護を実現します。 

分散マルチクラウド環境に対応した設計 

「マルチクラウド エコシステムの柔軟性」により、IT組織は今や、インテリジェント ストレージ（オンプレミス、パブリック クラウド、クラウドに隣接し

た場所、コロケーション センターなど、その場所は問いません）を使用しながら、コンテナベースのアプリケーションの構築、実行、管理を一貫し

たエクスペリエンスで進められるようになっています。クラウドを複数採用していてもコントロールとモビリティーを確保できるため、さまざまな場所に

ある情報からさらに多くの価値を引き出すことができます。 

Dellのクラウド対応ソフトウェアと DevOps対応プラットフォームは、主要なハイパースケーラーのいずれとも連携が可能です。Dellには、世界

中で長年にわたり大企業をサポートしてきた歴史があり、エンタープライズに相応しいスケールのパフォーマンスと容量を実現します。また、Dell

のスケールアウト ファイル システムや、パブリック クラウドで運用するアプリケーションのための高度なデータ削減機能など、ストレージやデータ保

護関連のサービスを豊富に、かつ一貫したエクスペリエンスで提供しています。具体的にご説明しましょう。 

• デル・テクノロジーズには、主要なハイパースケーラー（第 3階層のストレージ、UDS、HCI/SDI、DPの AWS、Azure、Google Cloud 

Platformなど）のいずれにも対応できる幅広い製品ポートフォリオがあります。 

• クラウドネイティブ ワークロードと DevOpsのオーケストレーションに関しては、PowerFlexがさまざまなハイパースケーラーとコンテナ オーケ

ストレーション プラットフォームを幅広くサポートしており、ベア メタルとハイパーバイザーのどちらのファイル データとブロックデータにも、これ 1

つで対応できます。そのため、ベア メタルやハイパーバイザー上のファイル データとブロックデータのコンピューティングとストレージに統一が実

現します。また、実行するハイパースケーラーまたはコンテナ オーケストレーション プラットフォームは、PowerFlexの導入の組み合わせ

（Amazon、Google、Microsoft、Red Hat、SUSE、VMware）に応じて組織の側で選ぶことができます。 

• Dellは、データのモビリティーと保護に関する機能を増強しています。PowerStore 3.0は、ネイティブ レプリケーション機能があらゆるワー

クロードに対応できるように拡張され、（ブロックに加えて）ファイルや vVolのワークロードを PowerStoreから直接保護できるようになり

ました。 

• PowerMaxは、AWS、Azure、ECSにシームレスかつ安全にデータを移動するためのオプションが増えました。また、スループット パ

フォーマンスが 2倍になったほか、冗長性を組み込み、高可用性を実現しています。データを短時間でパブリック クラウドに移動できるほ

か、クラウド スナップショットの出荷とリカバリーも高速です。さらに、組み込みの高可用性によりダウンタイムの発生を防げたり、クラウドベー

スのオブジェクト ストレージのデータを簡単にリストアできたりすることも魅力です。 

Dellが最近発表した Project Alpineの技術プレビューでは、ブロック、ファイル、オブジェクトのストレージ ソフトウェアをパブリック クラウドに展開

することによりデータ保護機能をいっそう強化しつつ、新たに必要に応じてオンプレミス環境やパブリック クラウド環境でデータを管理できる柔軟

性をも実現しています。 

• Dellは、ハイブリッド クラウドとネイティブ クラウドのどちらのユース ケースでも自らのストレージ ソフトウェアを利用するメリットがあるとして、ク

ラウド バースティング、テスト/開発、データとコンテナ モビリティー、クラウドベースのデータ分析を大規模に提供しています。 

• Dellがパブリック クラウドで提供しているストレージ ソフトウェアでは、オンプレミスの Dellアレイに保存されているデータのレプリケーション

先としてさまざまな場所を選択できるため、データをクラウドにコピーし、過去データのコレクションやデータ レイクにパブリック クラウド サービ

スを活用できます。 

• このほか、Dellは自らが誇るストレージ関連の知的財産を、クラウドから独立したソリューションとしてパブリック クラウドで提供しています。

これを使えば、クラウドベースの処理とソフトウェア サービスをベースとするアプリケーションで、パフォーマンスと容量の拡張性、高可用性、

重複排除、コピー管理（スナップショットとクローン）などの機能を利用できます。 
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• ストレージ ソフトウェアは、オンプレミス バージョンとクラウド バージョンのどちらを使っても一貫した運用が可能であるため、既に Dellのテク

ノロジーに慣れている多くの組織であれば、新たなクラウドのユース ケースに利用することも容易です。 

 

さらに重要な事実 

データの増加と多様化、そのセキュリティ確保、マルチクラウドの普及のいずれも、今や現実のものとなっています。今日の組織には、モダン ITの

この種の側面をすべて最適化することが求められています。これはつまり、継続的モダン ストレージを至急実装し、活用する必要があるというこ

とにほかなりません。 

ソフトウェアのイノベーションこそ、Dellが過去数十年にわたりストレージ市場のリーダーとして君臨できた要因です。その意味では、同社が今後

もイノベーションを推進していくことは間違いありません。Dellはこれからも、お客様が明るい未来をできるだけ簡単に実現できるよう、IT組織に

画期的なソフトウェアを提供し、現在、将来を問わず ITのモダナイズに向けた取り組みを大いにサポートしてくれるものと予想されます。 
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